
豊
か
な
水
を
求
め
て

豊
か
な
水
を
求
め
て

豊
か
な
水
を
求
め
て

豊
か
な
水
を
求
め
て

豊
か
な
水
を
求
め
て

豊
か
な
水
を
求
め
て

豊
か
な
水
を
求
め
て

通水の儀：放流スイッチを押銘する高橋公一理事長通水の儀：放流スイッチを押銘する高橋公一理事長通水の儀：放流スイッチを押銘する高橋公一理事長

葛丸ダム：洪水吐より溢流葛丸ダム：洪水吐より溢流葛丸ダム：洪水吐より溢流

　
今
年
の
冬
は
、最
近
に
な
く
積
雪

量
が
多
く
、春
の
到
来
が
遅
い
の
で

は
と
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、桜
の
開

花
も
ほ
ぼ
例
年
通
り
、日
照
時
間
が

少
な
い
も
の
の
、春
作
業
は
例
年
ど

お
り
の
ペ
ー
ス
で
進
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
山
王
海
ダ
ム
は
四
月
七
日
、葛
丸

ダ
ム
は
四
月
九
日
に
満
水
越
流
と

な
り
、当
初
計
画
ど
お
り
の
配
水
が

出
来
る
見
込
み
で
す
。

　
写
真
は
、四
月
十
八
日
山
王
海
ダ

ム
で
行
わ
れ
た
、ダ
ム
通
水
安
全
祈

願
神
事
の
様
子
で
す
。改
良
区
役
員
、

総
代
長
、関
係
十
八
の
水
利
組
合
長

の
出
席
の
も
と
、本
年
度
の
五
穀
豊

穣
、通
水
の
安
全
を
祈
願
致
し
ま
し

た
。
　
今
農
家
に
は
、新
た
な
受
給
調
整

シ
ス
テ
ム
の
対
応
、集
落
ビ
ジ
ョ
ン

の
中
で
の
米
以
外
の
作
物
の
取
り

組
み
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
水
と
施
設
を
守
る
改
良
区
に
と

っ
て
も
、将
来
の
展
望
に
対
応
で
き

る
組
織
と
し
て
、地
域
住
民
の
皆
様

と
の
対
話
を
通
し
て
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

「
水
土
里
ネ
ッ
ト
山
王
海
」は
山
王

海
土
地
改
良
区
の
愛
称
で
す
。

「
水
」…
用
水
等

「
土
」…
農
地
等

「
里
」…
生
活
空
間

「
ネ
ッ
ト
」…
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ー
通
水
安
全
祈
願
神
事
ー

通水安全祈願神事に参列する関係者一同通水安全祈願神事に参列する関係者一同通水安全祈願神事に参列する関係者一同

広報　第99号
発行　平成18年５月１日



　
平
成
十
七
年
度
通
常
総
代
会
を
開
催

す
る
に
あ
た
り
、一言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
日
は
、総
代
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、公
私
共
に
お
忙
し
い
所
ご
出
席
を
賜

り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。日
頃

は
、当
土
地
改
良
区
の
事
業
推
進
と
業
務

運
営
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、深
く

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　
又
、本
総
代
会
に
年
度
末
で
公
務
ご
多

端
の
と
こ
ろ
、ご
来
賓
と
し
て
藤
原
紫
波

町
長
さ
ん
、盛
岡
地
方
振
興
局
農
村
整
備

室
の
高
橋
室
長
さ
ん
、矢
巾
町
の
高
橋
助

役
さ
ん
、花
巻
市
石
鳥
谷
総
合
支
所
の
菅

原
産
業
課
長
さ
ん
の
ご
臨
席
を
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
様
方
よ

り
は
事
業
推
進
と
維
持
管
理
事
業
に
、厳

し
い
財
政
の
中
を
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜

り
、衷
心
よ
り

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、昨
年
の
暮
か
ら
今
年
に
か
け
て

降
り
積
っ
た
雪
が
、昭
和
六
十一年
以
来
の

二
十
年
振
り
の
記
録
的
な
大
雪
と
な
り
、

除
雪
に
は
大
変
な
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。又
、家
屋
や
ハ
ウ
ス
等
が
被
害
に

あ
わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。改
良
区
の
施

設
に
お
い
て
も

倒
木
や
除
雪
等
の
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、早
急
に
調
査
い
た
し
通
水
迄
に
は
各

幹
線
水
路
、水
利
施
設
の
整
備
を
実
施
し
、

水
田
への
配
水
に
は
影
響
な
い
よ
う
万
全

の
対
策
を
と
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
　
又
、昨
年
の
水
稲
の
生
育
状
況
を
見
ま

す
と
田
植
後
、一時
低
温
の
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
の
後
の
天
候
も
回
復
し
作

況
指
数
は一〇一と
な
り
、平

年
作
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が一

部
害
虫
の
被
害
が
発
生
し
、品
質
の
低
下

も
あ
り
ま
し
た
。農
産
物
の
価
格
の
低
迷

や
、米
の
大
幅
需
給
調
整
等
々
大
き
な
問

題
を
か
か
え
る
中
、今
後
更
に
農
家
経
済

の
厳
し
さ
が
増
し
て
く
る
こ
と
が
、予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
三
月
に
新
た
な
る「
食
料
、農
業
、

農
村
基
本
計
画
」が
、閣
議
決
定
さ
れ「
経

営
所
得
安
定
対
策
」と
農
地
、水
、環
境
向

上
保
全
対
策
が
平
成
十
九
年
度
よ
り
、農

業
の
両
輪
と
し
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、具
体
化
に
向
け

た
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。資
源

向
上
保
全
対
策
は
、こ
れ
ま
で
農
家
が
維

持
管
理
を
し
て
き
ま
し
た
水
路
や
農
道
な

ど
地
域
資

源
が
、高
齢
化
や
混
住
化
、後
継
者
不
足

か
ら
適
切
な
管
理
が
出
来
な
い
こ
と
への

懸
念
か
ら
、農
家
以
外
の
地
域
住
民
の
参

加
を
加
え
た
組
織
を
形
成
し
地
域
共
働

で
取
り
組
み
施
設
の
長
寿
化
に
努
め
、維

持
管
理
す
る
政
策
で
あ
り
ま
す
。農
地
や

農
村
の
生
活
環
境
を
守
り
整
備
す
る
土

地
改
良
区
と
し
て
、県
、市
町
村
や
土
地

連
、地
域
と
連
携
し
な
が
ら
新
し
い
制
度

を
周
知
し
、事
業
への
支
援
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。関
係

機
関
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
次
に
、ダ
ム
の
貯
水
状
況
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、昨
年
の
九
月
二
十
五
日
よ

り
導
水
開
始
を
い
た
し
、両
ダ
ム
の
貯
水

量
を
合
わ
せ
ま
し
て
、今
日
現
在
で
、四
千

三
十
六
万
五
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
四
月
十

五
日
の
満
水
計
画
で
あ
り
ま
す
。充
分
に

貯
え
て
組
合
員
が
安
心
し
て
水
田
を
潤
す

こ
と
が
、出
来
る
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
岩
清
水
地
区
の
団
体
営
整
備
促
進
事

業
が
、平
成
十
三
年
よ
り
着
工
以
来
、五
ヶ

年
の
工
事
を
も
っ
て
今
年
度
で
完
了
と
な

り
ま
し
た
。排
水
路
、暗
渠
排
水
、農
道
整

備
を一億
六
千
百
六
十
二
万
四
千
円
の
工

事
費
で
行
い
ま
し
た
。

改
め
て
、各
関
係
機
関
に
対
し
て
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、整
備
さ
れ
た
施
設
を
営
農
に
十

分
に
活
用
さ
れ
、所
得
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
本
日
の
総
代
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す

案
件
は
、第
六
号
議
案
よ
り
第
十
九
号
議

案
ま
で
の
十
四
議
案
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
て
、

原
案
ど
お
り
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、地
域
に
支
え
ら
れ
組
合
員

と
共
に
共
存
出
来
る
土
地
改
良
区
を
目

指
し
、役
職
員
が一丸
と
な
り
組
合
員
の

負
託
に
応
え
る
べく
、尚一層
努
力
い
た
す

決
意
で
あ
り
ま
す
。今
後
と
も
組
合
員
や

関
係
機
関
の
各
位
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

通
常
総
代
会
挨
拶

通
常
総
代
会
挨
拶

通
常
総
代
会
挨
拶

通
常
総
代
会
挨
拶

通
常
総
代
会
挨
拶

議長に選出された第八区八幡地区上川利勝総代



　
平
成
十
七
年
度
通
常
総
代
会
は
、去
る

三
月
二
十
四
日（
金
）午
前
九
時
よ

り
当
土
地
改
良
区
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
現
員
五
十
名
中
四
十
六
名
出
席

の
も
と
、谷
地
良
典
筆
頭
理
事
が
開
会
を

宣
し
、高
橋
公一理
事
長
が
挨
拶
を
申
し

述
べた
。

　
そ
の
後
、ご
来
賓（
紫
波
町
藤
原
孝
町

長
、盛
岡
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備

室
高
橋
重
安
室
長
、矢
巾
町
高
橋
昌
造
助

役
）の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　
次
い
で
議
長
選
出
に
つ
い
て
会
議
に
諮

っ
た
結
果
、第
八
区（
八
幡
地
区
）上
川
利
勝

総
代
が
選
出
さ
れ
、議
事
録
記
名
人
に
は
、

第
二
区（
水
分
地
区
）松
崎
健一総
代
、第
四
区

（
古
館
地
区
）阿
部
信
夫
総
代
が
指
名
さ

れ
、議
事
に
入
っ
た
。

〔
審
議
決
定
さ
れ
た
議
案
内
容
〕

第
六
号
議
案　
山
王
海
土
地
改
良
区
総

　
代
、役
員
、委
員
諸
給
与
支
給
規
程　

の一部
改
正
に
つ
い
て

第
七
号
議
案　
長
期
借
入
額
の
変
更
に

　
つ
い
て（一般
会
計
）

第
八
号
議
案　
平
成
十
七
年
度一般
会　

計
収
入
支
出
第
二
次
補
正
予
算
に
つ　
い

て第
九
号
議
案　
平
成
十
七
年
度
特
別
会

　
計
収
入
支
出
第
二
次
補
正
予
算
に
つ

　
い
て

第
十
号
議
案　
規
約
第
四
十一条
の
規　

定
に
よ
る
金
銭
預
入
先
決
定
に
つ
い
て

第
十一号
議
案　
賦
課
金
の
徴
収
に
つ　

い
て（一般
会
計
）

第
十
二
号
議
案　
長
期
借
入
に
つ
い
て　
　

（一般
会
計
）

第
十
三
号
議
案　
平
成
十
八
年
度一般

　
会
計
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

第
十
四
号
議
案　
一時
借
入
に
つ
い
て

第
十
五
号
議
案　
賦
課
金
の
徴
収
に
つ

　
い
て（
特
別
会
計
）

第
十
六
号
議
案　
平
成
十
八
年
度
特
別

　
会
計
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

第
十
七
号
議
案　
平
成
十
八
年
度
組
合

　
員
資
格
喪
失
に
よ
る
決
済
額
の
決
定

　
に
つ
い
て

第
十
八
号
議
案　
平
成
十
八
年
度
県
営

　
事
業
工
事
費
繰
上
償
還
金
額
の
決
定

　
に
つ
い
て

第
十
九
号
議
案　
転
用
農
用
地
に
対
す

　
る
賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　
以
上
十
四
議
案
が
、原
案
通
り
可
決

確
定
さ
れ
、午
前
十一時
五
十
三
分
、高

橋
勘一理
事
が
閉
会
を
宣
し
、通
常
総
代ご祝辞を述べる藤原孝紫波町長

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

　
　
通
常
総
代
会
開
催

　
　
通
常
総
代
会
開
催

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度

　
　
通
常
総
代
会
開
催

　
　
通
常
総
代
会
開
催

平
成
十
七
年
度

　
　
通
常
総
代
会
開
催

18
3
24

平
成
十
八
年
度
予
算
承
認

平成平成118年度一般会計収支予算8年度一般会計収支予算平成平成118年度一般会計収支予算8年度一般会計収支予算平成18年度一般会計収支予算

869,790,046
支出合計

事務費（22.7％）
197,685,403

区債及借入金（58.3％）
507,365,561

負担金及寄付金（11.5％）
99,570,000

補助金　　1,000
諸　費　8,017,616
　 （0.9％）

災害復旧事業　1,000
繰出金　16,134,561
　 　（1.9％）
予備費（0.4％）
　　3,675,868

選挙費　　　1,000
事務所費　3,211,037
　　（0.4％）

維持管理費（3.1％）
27,289,000

新規土地改良事業調査費　
　　　　　　1,000
財産費　6,837,000
　　（0.8％）

組合費（21.2％）
184,355,670

繰入金（32.9％）
286,535,456

借入金
（27.8％）
241,450,000

委託料（6.8％）
　 59,023,750

繰越金（0.8％）
　  6,500,000

補助金（1.1％）
　　9,433,950
交付金（1.8％）
　16,024,000
決済金　　　3,000
財産収入　118,000（0.4％）
使用料　3,524,852

雑収入　3,730,000（0.4％）

負担金（6.8％）
　　59,091,368

869,790,046
収入合計

（単位：円）



　
桜
の
開
花
が
待
た
れ
る
四
月
十
八
日
、

な
み
な
み
と
水
を
貯
え
る
山
王
海
と
葛
丸

の
両
ダ
ム
は
、放
水
を
開
始
し
ま
し
た
。い

よ
い
よ
春
耕
本
番
で
す
。水
土
里
ネ
ッ
ト

山
王
海
土
地
改
良
区
の
役
職
員
、組
合
員

の
皆
様
に
は
、農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
、日
頃
か
ら
多
く
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
さ
て
、地
域
共
同
体
の
復
興
や
住
民
意

識
の
高
ま
り
を
受
け
、盛
岡
農
村
整
備
室

は
、農
業
水
利
施
設
を
地
域
資
産
と
捉
え

て
地
域
住
民
参
加
に
よ
る
維
持
管
理
の

仕
組
み
づ
く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。水
土
里
ネ
ッ
ト
山
王
海
管
内
で
は
、志

和
町
内
会
が
紫
波
町
上
平
沢
の
御
堂
堰

と
馬
場
堰
の
両
用
水
路
を
対
象
に
協
働

管
理（
ア
ド
プ
ト
協
定
）を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。現
在
、地
方
分
権
推
進
の
も
と
で
、

行
政
と
地
域

住
民
と
の
新
し
い
関
係
が
論
議
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、地
域
の
暮
ら
し
と
振
興
の
た

め
、地
域
住
民
は
正
に
結
束
し
、行
政
と

役
割
を
分
担
し
な
が
ら
取
組
ん
で
行
く
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
　
い
ま
国
に
お
い
て
、農
業
資
源
の
保
全・

管
理
を
行
う
地
域
の
協
働
活
動
に
対
し
て

助
成
す
る「
農
地・水・環
境
保
全
向
上
対

策
」の
本
格
実
施
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ
れ
は
平
成
十
九
年
か
ら
実
施
す
る

農
業
政
策
の一環
で
す
が
、農
業
水
利
施

設
が
対
象
に
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で

の
ア
ド
プ
ト
協
定
活
動
に
つ
な
が
る
施
策

と
し
て
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
は
、自
治
意
識
を
育

み
な
が
ら
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い『
結
い
っ

こ
』を
築
い
て
行
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。そ

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
行

く
の
が
県
振
興
局
の
役
割
で
あ
り
、特
に

農
村
地
域
で
は
、農
村
整
備
室
の
果
た
す

役
割
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、水
土
里
ネ
ッ

ト
山
王
海
を
始
め
各
土
地
改
良
区
と
常

に
連
携
を
取
り
、引
き
続
き
農
業
水
利
施

設
の
保
全・管
理
の
推
進
に
寄
与
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、今
年
の
通
常
総
代
会
で
俳

聖
松
尾
芭
蕉
の「
不
易
流
行
」と
い
う
言

葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。水
土

里
ネ
ッ
ト
山
王
海
土
地
改
良
区
は
、今
後

も
使
命
感
の
堅
持
と
柔
軟
性
を
併
せ
持

ち
つ
つ
、時
代
の
変
化
変
容
に
ふ
さ
わ
し

く
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。平
成
十
八
年
度
も
皆
様
方
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
切
望
し
て
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

〇
退
職

　
藤
原　
義
雄（
農
村
計
画
課
主
任
主
査
）

〇
久
慈
地
方
振
興
局
企
画
総
務
部
主
事

　
高
橋　
宏
和（
管
理
用
地
課
主
事
）

〇
盛
岡
地
方
振
興
局
土
木
部
主
事

　
菅
野　
　
潔（
管
理
用
地
課
主
事
）

〇
大
船
渡
地
方
振
興
局
農
林
部
主
任
主
査

　
伊
藤　
福
司（
農
村
計
画
課
主
任
主
査
）

〇一関
地
方
振
興
局
土
木
部
技
師

　
佐
藤　
要
平（
農
村
計
画
課
技
師
）

〇
二
戸
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室
主
査

　
今
泉　
元
伸（
農
村
計
画
課
主
査
）

〇
農
業
大
学
校
講
師

　
八
重
樫
耕一（
農
村
計
画
課
主
査
）

〇
二
戸
地
方
振
興
局
農
政
部
農
村
整
備
室

　
技
術
主
幹
兼
農
村
建
設
課
長

　
大
沢　
洋
司（
農
地
整
備
課
技
術
主
幹　

　
　
　
　
　
　
兼
課
長
）

〇
一関
地
方
振
興
局
千
厩
農
林
セ
ン
タ
ー
主
査　

菊
池　
伸一（
農
地
整
備
課
主
査
）

〇
盛
岡
地
方
振
興
局
土
木
部
技
師

　
及
川　
紀
昭（
農
地
整
備
課
技
師
）

〇
一関
地
方
振
興
局
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
技
師

　
小
原　
　
忍（
農
地
整
備
課
技
師
）

〇
大
船
渡
地
方
振
興
局
土
木
部
津
付
ダ
ム

　
建
設
事
務
所
主
任

　
千
葉　
幸
司（
農
地
整
備
課
主
任
）

　
〇
農
村
計
画
課
主
査

　
阿
部　
　
均（
水
沢
地
方
振
興
局
農
政　

　
　
　
　
　
　
部
農
村
整
備
室
主
査
）

〇
農
村
計
画
課
主
任
主
査

　
高
橋　
賢一（二
戸
地
方
振
興
局
農
政　

　
　
　
　
　
　
部
主
任
主
査
）

〇
農
村
計
画
課
技
師

　
小
原　
　
大（
花
巻
地
方
振
興
局
土
木　

　
　
　
　
　
　
部
技
師
）

〇
農
村
計
画
課
技
師

　
三
上　
俊
助（
二
戸
地
方
振
興
局
農
政　

　
　
　
　
　
　
部
農
村
整
備
室
技
師
）

〇
農
村
計
画
課
主
任

　
小
野
寺　
哲（
宮
古
地
方
振
興
局
岩
泉　

　
　
　
　
　
　
土
木
事
務
所
技
師
）

〇
農
地
整
備
課
長

　
佐
藤　
　
勉（
久
慈
地
方
振
興
局
農
政　

　
　
　
　
　
　
部
農
村
整
備
室
課
長
）

〇
農
地
整
備
課
主
査

　
立
花　
　
智（
県
庁
農
林
水
産
部
農
村　

　
　
　
　
　
　
建
設
課
主
査
）

〇
農
村
環
境
課
技
師

　
佐
藤　
　
亮（
県
庁
農
林
水
産
部
漁
港　

　
　
　
　
　
　
漁
村
課
技
師
）

　
〇
県
庁
保
健
福
祉
部
障
害
保
健
福
祉
課
主
事

　
冨
手　
千
秋（
管
理
用
地
課
主
事
）

〇
盛
岡
地
方
振
興
局
土
木
部
主
任
主
査

　
山
根　
信一（農
村
計
画
課
主
任
主
査
）

〇
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
農
産
部
主
任
専　

門
研
究
員

　
日
影　
勝
幸（
農
村
計
画
課
主
任
）

〇
県
庁
農
林
水
産
部
農
村
計
画
課
主
任

　
今
野　
　
徹（
農
村
計
画
課
主
任
）

〇
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
技
師

　
村
松　
美
和（
農
村
計
画
課
技
師
）

〇
県
庁
農
林
水
産
部
農
村
計
画
課
主
任

　
岩
渕　
淳
哉（
農
村
建
設
課
主
任
）

　
〇
農
村
計
画
課
主
任
主
査

　
伊
藤　
祥
悦（
大
船
渡
地
方
振
興
局
農　

　
　
　
　
　
　
林
部
主
任
主
査
）

〇
農
村
計
画
課
主
査

　
高
橋　
俊
勝（一関
地
方
振
興
局
農
林　

　
　
　
　
　
　
部
農
村
整
備
室
主
査
）

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

ご祝辞を述べる高橋重安農村整備室長

盛
岡
地
方
振
興
局

　
農
政
部
農
村
整
備
室

室
長

高
橋
重
安

盛
岡
地
方
振
興
局

農
政
部
農
村
整
備
室

県
南
広
域
振
興
局
花
巻
総
合
支
局

農
林
部
農
村
整
備
室

転
出
者

転
入
者

転
入
者

転
出
者

人
事
異
動



田
農
業
の
確
立
を
実
績
し
た
事
が
高
く
評

価
さ
れ
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
、平
成
十
八
年
三
月
二
十
七

日
に
仙
台
市
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
で
開

催
さ
れ
、地
元
関
係
者
代
表
と
し
て
上
川

侶
成
推
進
会
長
、当
土
地
改
良
区
か
ら
は

高
橋
理
事
長
、小
田
中
管
理
課
長
が
出
席

し
、賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
関
係
組
合
員
皆
様
方
の
ご
努
力

と
営
農
活
動
に
対
し
衷
心
よ
り
御
祝
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、今
後
の
益
々
の
ご

隆
盛
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

祝祝祝
表　彰表　彰表　彰表　彰表　彰

八
幡
東
部
地
区・山
王
海
土
地
改
良
区

農
用
地
等
集
団
化
事
業
優
良
地
区
表
彰

東
北
農
業
農
村
整
備

　
　

推
進
協
議
会
長
賞　
受
賞

東
北
農
業
農
村
整
備

　
　

推
進
協
議
会
長
賞　
受
賞

東
北
農
業
農
村
整
備

　
　

推
進
協
議
会
長
賞　
受
賞

経営体育成基盤整備事業
八幡東部地区

着工年度　平成９年度
完成年度　平成16年度
受益面積　135 ha
関係戸数　143 戸

　
▽
補
助
監
督
委
託
業
務
の
契
約
に
つ

　
　
い
て（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

　
　
業
南
日
詰
地
区
）

　
▽
退
任
水
利
調
整
組
合
長
に
対
す
る
感

　
　
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈
に
つ
い
て

　
▽
農
地
転
用
に
つ
い
て

　
▽
資
源
保
全
実
態
調
査
保
全
管
理
計
画

　
　
調
査
検
証
事
業
京
田
地
区
に
つ
い
て

　
▽
山
王
海
土
地
改
良
区
総
代
、役
員
、

　
　
委
員
諸
給
与
支
給
規
程
の一部
改

　
　
正
に
つ
い
て

　
▽
山
王
海
土
地
改
良
区
職
員
の
諸
給

　
　
与
規
程
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
▽
山
王
海
土
地
改
良
区
会
計
細
則
の

　
　
一部
改
正
に
つ
い
て

　
▽
長
期
借
入
額
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
（一般
会
計
）

　
▽
平
成
十
七
年
度
農
林
漁
業
資
金
借

　
　
入
申
込
に
つ
い
て

　
▽
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促

　
　
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）山
王　

　
海
地
区
管
理
体
制
整
備
計
画
策
定　

　
業
務
委
託
そ
の
二
の
契
約
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
七
年
度
通
常
総
代
会
開
催

　
　
日
時
の
決
定
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
並
び
に

　
　
予
算
骨
子（
案
）に
つ
い
て

　
▽
農
地
転
用
に
つ
い
て

　
▽
農
林
漁
業
資
金
借
入
申
込
の
変
更

　
　
に
つ
い
て

　
▽
基
幹
水
利
施
設
等
状
況
調
査
業
務

　
　
の
委
託
契
約
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
七
年
度
事
業
の
変
更
契
約

　
　
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
八
年
度
山
王
海
ダ
ム
、葛　

　
丸
ダ
ム
貯
水
計
画
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
八
年
度
配
水
計
画
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
八
年
度
土
地
改
良
事
業
に

　
　
つ
い
て

　
▽
平
成
十
八
年
度
基
幹
水
利
施
設
管

　
　
理
事
業
警
報
車
輌
の
購
入
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
七
年
度
通
常
総
代
会
提
出

　
　
案
件
に
つ
い
て

　
▽
答
申
書
に
つ
い
て（
水
利
委
員
会
）

　
▽
答
申
書
に
つ
い
て（
事
業
委
員
会
）

　
▽
答
申
書
に
つ
い
て（
換
地
評
価
委
員　

　
会
）

　
▽
平
成
十
七
年
度
通
常
総
代
会
提
出

　
　
案
件
に
つ
い
て

　
▽
職
員
人
事
に
つ
い
て

　
▽
矢
巾
町
農
業
委
員
会
委
員
の
団
体
推
薦

　
　
委
員
の
推
薦
主
体
選
定
協
議
に
つ
い
て

　
▽
補
助
監
督
委
託
業
務
の
契
約
に
つ

　
　
い
て（
中
寺
林
、南
日
詰
地
区
）

　
▽
事
業
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　
▽
水
利
委
員
に
委
嘱
に
つ
い
て

　
▽
水
門・水
路
監
視
人
の
雇
用
に
つ
い
て

　
▽
水
利
調
整
組
合
に
対
す
る
補
助
額

　
　
の
決
定
に
つ
い
て

　
▽
平
成
十
八
年
度
事
業
の
早
期
発
注

　
　
に
つ
い
て

　
▽
決
済
金
の
減
免
に
つ
い
て

　
▽
排
水
放
流
使
用
料
及
び
調
査
費
の

　
　
減
免
に
つ
い
て

　
▽
役
員
研
修
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
十一月
十
日

平
成
十
八
年一月
十
九
日

平
成
十
八
年
三
月
十
三
日

平
成
十
八
年
四
月
十
二
日

平
成
十
七
年
十
二
月
十
二
日

平
成
十
八
年
二
月
二
十
四
日

平
成
十
八
年
三
月
三
十一日

理
事
会
報
告

　
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
八

幡
東
部
地
区
及
び
山
王
海
土
地
改
良
区

は
、平
成
十
七
年
度
農
地
集
団
化
事
業
優

良
地
区
と
し
て
、東
北
農
業
農
村
整
備
推

進
協
議
会
長
賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、「
愛
農
」の
精
神
に
よ
り
、

関
係
農
家
組
合
員
及
び
関
係
各
機
関
が一

丸
と
な
り
、町
農
業
振
興
策
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、将
来
の
農
業
経
営
を
踏

ま
え
た
、用
水
施
設
及
び
農
道
を一体
的

に
整
備
し
合
わ
せ
て
農
地
の
集
団
化
を
図

る
事
に
よ
り
、生
産
組
合
への
利
用
集
積・

連
担
化
の
推
進
が
図
ら
れ
、安
定
か
つ
効

率
の
高
い
水

施工前

施工後

全 景



平成18年度特別会計収支予算平成18年度特別会計収支予算平成18年度特別会計収支予算

水分第二県ぽ

収入 支出
13,649,000

償 還 会 計

収入 支出
6,854,221

賦課金
（86.4％）
11,799,000

賦課金
（66.3％）
4,544,610

借入金
（65.5％）
4,491,294

繰越金
（21.9％）
1,500,000

繰入金
(8.2％）
561,611

予備費（10.5％）
722,009

繰出金（15.2％）
1,040,918

諸　費
(8.8％）
600,000

繰出金
（94.9％）
12,959,131

積立金繰入金
(11.0％）
1,500,000

雑収入　250,000
繰越金　100,000
(2.6％）

管理費　200,000
諸　費　　26,000
予備費　463,869
(5.1％）

赤石第一県ぽ

収入 支出
38,693,000

賦課金
（75.8％）
29,332,000

繰出金
（92.6％）
35,819,908

借入金
(21.4％）
8,260,000

償還金（1.7％）
682,500

雑収入　　　400,000
繰越金　　　700,000
積立金繰入金　1,000
(2.8％）

管理費 1,000,000
諸　費　　90,000
予備費 1,100,592
(5.7％）

赤石第二県ぽ

収入 支出
42,645,000

賦課金
（87.6％）
37,345,000

繰出金
（95.5％）
40,742,832

積立金繰入金
(8.4％）
3,600,000

雑収入　　700,000
繰越金　1,000,000
(4.0％）

管理費　1,080,000
諸　費　　200,000
予備費　　622,168
(4.5％）

紫波中央県ぽ

収入 支出
17,699,000

賦課金
（64.5％）
11,419,000 繰出金

（91.7％）
16,232,136

積立金繰入金
(26.6％）
4,700,000

雑収入　　280,000
繰越金　1,300,000
(8.9％）

管理費　400,000
諸　費　185,000
予備費　881,864
(8.3％）

雑収入　125,000
負担金　122,000
決済金　　1,000
(3.6％）

南野原県ぽ

収入 支出
2,181,500

賦課金
（78.5％）
1,711,500

繰出金
（20.2％）
440,100

管理費
（65.7％）
1,443,000

繰越金（13.7％）
300,000

雑収入
(7.8％）
170,000

予備費（12.7％）
278,400

諸　費
(1.4％）
30,000

山王海県ぽ(51)

収入 支出
40,526,500

賦課金
（90.0％）
36,475,500

繰出金
（93.6％）
37,951,762

繰越金（7.4％）
3,000,000

雑収入　1,050,000
積立金繰入金1,000
(2.6％）

諸　費　　200,000
予備費　　714,738
(2.3％）

管理費(4.1％）
1,660,000

水 分 県ぽ

収入 支出
38,934,000

賦課金
（91.1％）
35,484,000 繰出金

（97.2％）
37,855,080

雑収入　550,000
繰越金　500,000
(2.7％）

積立金繰入金
(6.2％）
2,400,000

管理費　410,000
諸　費　110,000
予備費　558,920
(2.8％）

（単位：円）



八幡東部県ぽ

収入 支出
11,578,400

上平沢県ぽ

収入 支出
15,642,500

賦課金
（94.8％）
10,977,400

賦課金
（64.2％）
10,042,500 繰出金

（93.7％）
14,650,253

繰出金
（93.7％）
10,848,365

雑収入　101,000
繰越金　500,000
(5.2％）

管理費　360,000
諸　費　50,000
予備費　320,035
(6.3％）

管理費　250,000
諸　費　170,000
予備費　572,247
(6.3％）

管理費　940,000
諸　費　 50,000
予備費　203,312
(10.9％）

管理費　250,000
諸　費　 70,000
予備費　167,659
(5.3％）

南日詰県ぽ

収入 支出
7,662,200

賦課金
（98.0％）
7,511,200

繰出金
（92.7％）
7,103,582

雑収入　　51,000
繰越金　100,000
(2.0％）

管理費　150,000
諸　費　200,000
予備費　208,618
(7.3％）

県営土地総黒西

収入 支出
10,405,000

賦課金
（94.2％）
9,804,000

繰出金
（89.1％）
9,268,520

雑収入　101,000
繰越金　500,000
(5.8％）

管理費　850,000
諸　費　 32,000
予備費　254,480
(10.9％）

県営土地総南寺林

収入 支出
7,014,620

賦課金
（89.1％）
6,213,620

繰出金
（85.6％）
6,002,475

雑収入　101,000
繰越金　700,000
(10.9％）

管理費　510,000
諸　費　 22,000
予備費　480,145
(14.4％）

雑収入　300,000
繰越金　100,000
(8.3％）

雑収入　100,000
繰越金　300,000
(3.6％）

土 舘 県ぽ

収入 支出
10,978,000

賦課金
（80.0％）
8,778,000

繰出金
（89.1％）
9,784,688

宮手稲藤県ぽ

収入 支出
9,162,000

賦課金
（87.9％）
8,057,000

繰出金
（94.7％）
8,674,341

繰越金（10.9％）
1,000,000

雑収入
(1.2％）
105,000

上台大下通県ぽ

収入 支出
4,270,000

賦課金
（83.6％）
3,568,000

繰出金
（91.0％）
3,885,820

雑収入　　2,000
積立金繰入金
　　　　600,000
繰越金　100,000
(16.4％）

管理費　150,000
諸　費　 40,000
予備費　194,180
(9.0％）

積立金繰入金
(27.5％）
4,300,000

積立金繰入金
(16.4％）
1,800,000

平成18年度特別会計収支予算平成18年度特別会計収支予算平成18年度特別会計収支予算
（単位：円）



平成18年度特別会計収支予算平成18年度特別会計収支予算平成18年度特別会計収支予算

新農業水利システム
保全対策事業山王海第一地区

収入 支出
10,072,900

補助金
（64.9％）
6,535,000

管理省力化
　　施設整備
　　　　事業
　　（70.2％）
　　　7,070,000

助成金　707,000
雑収入　　1,000
繰越金　　1,000
(7.1％）

繰入金
(28.0％）
2,828,900

計画策定業務委託費
　　　　3,000,900
諸　費　　　1,000
予備費　　　1,000
(29.8％）

新農業水利システム
保全対策事業山王海第二地区

収入 支出
10,072,900

補助金
（64.9％）
6,535,000

管理省力化
　　施設整備
　　　　事業
　　（70.2％）
　　　7,070,000

助成金　707,000
雑収入　　1,000
繰越金　　1,000
(7.1％）

繰入金
(28.0％）
2,828,900

計画策定業務委託費
　　　　3,000,900
諸　費　　　1,000
予備費　　　1,000
(29.8％）

県営土地総中寺林

収入 支出
4,304,000

賦課金
（99.0％）
4,263,000 繰出金

（84.8％）
3,647,545

管理費　200,000
諸　費　235,000
予備費　221,455
(15.2％）

雑収入　11,000
繰越金　30,000
(1.0％）

維持管理事業

収入 支出
9,915,150繰入金

（100％）
9,915,150

維持管理
事業費　
（100％）
9,915,150

担い手育成支援事業

収入 支出
23,627,000

助成金
23,626,000
雑収入
　　 1,000
（100％）

繰出金
23,626,000
諸　費
　　 1,000
（100％）

　平成18年９月23日から11月23日まで、岩手県立博物
館において、第57回企画展「四角い土俵とチカラビト～盛
岡藩の相撲～」を開催いたします。これは岩手県内の相撲
文化とその歴史を、関係資料の展示や発刊する図録を通
じて広く県内外の皆様に紹介することを目的としています。
　この度、当土地改良区では
所蔵しております山王海ダム
着工を慶祝して、昭和21年８
月志和八幡宮において、開催
された大相撲山王海場所の板
番付、写真等貴重な資料を展
示することとなりました。是非、
この機会にご覧いただきたい
と願うものであります。

水路監視人の配置について水路監視人の配置について水路監視人の配置について
　土地改良区の幹線水路については４月25日より水門・水路
監視人（下記）を配置し、適正な配水調整に努めておりますので、
よろしく御協力願います。

◇水門監視人
　・稲荷頭首工～分水槽～稲荷小分水　
　　　　　　　　　　　　…………鱒 沢 歌 子
◇水路監視人
　・南　幹　線（弥勒地分水～大沢分水）　
　　　　　　　　　　　　…………川 村 光 廣
　・葛 丸 幹 線（葛丸頭首工～開拓分水～大瀬川分水）
　　　　　　　（葛丸一の留）～小屋場分水　
　　　　　　　　　　　　…………
　・南　幹　線（大瀬川分水～上台分水槽）
　　石仏頭首工　　　　　…………渡 辺 良 治
　・北　幹　線（北幹線分水～滝花分水）
　　岩清水取水工　　　　…………熊 谷 富 司
　・稲荷幹線配水槽（１号～５号）
　　　　　　　　　（沢内川取入）～両互　
　　　　　　　　　　　　…………小 田中　 勉
　・中 央 幹 線（中央頭首工～赤石分水）
　　　　　　　　　　　　…………野 崎 嗣 雄

ごみをすてるなごみをすてるな！！！！ごみをすてるな！！
「自分たちの水路を大切にしよう」「自分たちの水路を大切にしよう」「自分たちの水路を大切にしよう」「自分たちの水路を大切にしよう」「自分たちの水路を大切にしよう」

お知らせお知らせお知らせ

（単位：円）



（単位：円）

平成 18年度決済金
農地転用等で地区除外になるときの決済金

平成18年度特別会計地区別賦課金
（単位：円）

平成18年度一般会計賦課金額
（単位：円）

（単位：円）

平成18年度県営事業工事費繰上償還金額
県営事業の工事費を繰上償還する場合の金額

地　区　名 10アール
当 金 額 地　区　名 10アール

当 金 額
山王海県ぽ（5 1）黒沢川以南
山王海県ぽ（5 1）黒沢川以北
水 分 県 ぽ
水 分 第 二 県 ぽ
赤石第一県ぽ（第一工区)
赤石第一県ぽ（第二工区)
赤 石 第 二 県 ぽ
紫 波 中 央 県 ぽ
上 平 沢 県 ぽ
土 舘 県 ぽ
宮 手 稲 藤 県 ぽ
南 日 詰 県 ぽ
岩 清 水
南 野 原 県 ぽ
上 台 大 下 通 県 ぽ
八 幡 東 部 県 ぽ
八幡東部県ぽ（パイプライン)

1,500
10,000
12,000
19,000
11,000
20,000
17,500
9,500
7,500
5,500
3,500
8,200
9,500
700
8,000
10,000
2,600

県 営 土 地 総 黒 西
県営土地総黒西（暗渠Ａ )
県 営 土 地 総 黒 西（ 暗 渠Ｂ )
県 営 土 地 総 南 寺 林
県営土地総南寺林（暗渠Ａ)
県営土地総南寺林（暗渠Ｂ)
県 営 土 地 総 中 寺 林
中 　 堰（ か ん 排 )
中 　 堰（ 暗 　 渠 )
新 　 井 　 田（ 5 )
金 　 矢（ かん 排（ 1 ）)
金 　 矢（ かん 排（ 2 ）)
金 　 矢（ 暗 　 渠 )
大瀬川西部 暗渠(1)
大瀬川西部 暗渠(2)
大瀬川西部 暗渠(3)

12,000
13,000
14,000
8,800
9,800
10,800
4,200
2,000
5,800
700
500
1,600
7,000
2,300
2,900
5,000

地　区　名 10アール
当 金 額 地　区　名 10アール

当 金 額

山王海県ぽ（51）黒沢川以南
山王海県ぽ（51）黒沢川以北
水 分 県 ぽ
水 分 第 二 県 ぽ
赤石第一県ぽ（第一工区)
赤石第一県ぽ（第二工区)
赤 石 第 二 県 ぽ
紫 波 中 央 県 ぽ
上 平 沢 県 ぽ
土 舘 県 ぽ

1,400
7,000
61,825
98,425
56,359
180,983
134,937
97,931
93,572
43,452

宮 手 稲 藤 県 ぽ
上 台 大 下 通 県 ぽ
八 幡 東 部 県 ぽ
八幡東部県ぽ（パイプライン)
県 営 土 地 総 黒 西
県営土地総黒西（暗渠Ａ)
県営土地総黒西（暗渠Ｂ)
県営土地総南寺林
県営土地総南寺林（暗渠Ａ)
県営土地総南寺林（暗渠Ｂ)

35,196
87,722
124,572
36,400
106,289
121,930
163,650
94,070
116,459
130,698

地　区　名 10アール
当 金 額 地　区　名 10アール

当 金 額
（ 一 般 会 計 ）
維持管理事業決済金
県営事業分担金決済金
国営事業負担金決済金

（ 特 別 会 計 ）
新 井 田 ( 5 )
中 　 堰（ か ん 排 )
中 　 堰（ 暗 　 渠 )
金 　 矢（ か ん 排（ 1 ）)
金 　 矢（ か ん 排（ 2 ）)
金 　 矢（ 暗 　 渠 )
大瀬川西部 暗渠(1 )
大瀬川西部 暗渠(2 )
大瀬川西部 暗渠(3 )
岩 清 水
山王海県ぽ（ 5 1）黒沢川以南
山王海県ぽ（ 5 1）黒沢川以北

119,500
44,500
3,000
72,000

2,048
1,842
6,455
687
3,633
16,346
16,224
20,576
37,673
94,008
1,400
7,000

水 分 県 ぽ
水 分 第 二 県 ぽ
赤石第一県ぽ（第一工区)

赤石第一県ぽ（第二工区)
赤 石 第 二 県 ぽ
紫 波 中 央 県 ぽ
上 平 沢 県 ぽ
土 舘 県 ぽ
宮 手 稲 藤 県 ぽ
上 台 大 下 通 県 ぽ
八 幡 東 部 県 ぽ
八幡東部県ぽ（パイプライン)
県 営 土 地 総 黒 西
県 営 土 地 総 黒 西（ 暗 渠Ａ )
県 営 土 地 総 黒 西（ 暗 渠Ｂ )
県 営 土 地 総 南 寺 林
県営土地総南寺林（暗渠Ａ )
県 営土地総南寺林（暗渠Ｂ )

56,025
91,675
49,059
173,483
124,197
88,181
84,572
32,392
23,996
70,802
104,172
36,400
81,329
95,770
109,770
72,830
94,979
108,978

地　区　名 10アール
当 金 額 地　区　名 10アール

当 金 額
経 常 賦 課 金
維持管理事業高水寺
　〃　　　中央幹線
　〃　南幹線上流部
　〃　志和地区南部１
 〃志和地区南部２(システム)
 〃片寄犬渕(片寄１)

4,500
280
130
190
270
360
560

　〃片寄犬渕 ( 片 寄 2 シ ス テ ム )
　〃片寄犬渕 ( 犬 渕 )
　〃南野原 ( 石 鳥谷 )
　〃葛　丸　上　堰　〃
大 　 　 　 　 　 北
維持管理適正化大興寺排水路　
　

580
460
290
210
300
2,280

水 利 調 整 組 合水 利 調 整 組 合
　現在、当土地改良区では、土曜日、日曜日は閉庁、祝祭日が休日となっておりますが、かんがい
期間中については、職員が交替で勤務いたします。
　何かございましたら、最寄りの水利調整組合を通じて、ご連絡ください。宜しくお願いします。

北幹線水利調整組合
稲荷幹線
宮手稲藤地区
高水寺
野　沢
中央幹線
平　沢
中央幹線赤石
南幹線上流部
志和地区南部
作の沢
片寄犬渕
南野原(石鳥谷)
葛丸上堰
大　北
山王海大興寺
上台南寺
石仏幹線

〃
組合長 谷　地　良　典 紫波町小屋敷字阿弥陀堂63 019ー673ー7302

019ー673ー7131
019ー673ー7820
019ー673ー6310
019ー676ー5550
019ー672ー4619
019ー672ー3479
019ー676ー5436
019ー673ー6845
019ー673ー7835
0198ー45ー5034
019ー673ー6885
0198ー45ー5361
0198ー45ー4144
0198ー45ー5528
0198ー45ー2941
0198ー45ー5557
0198ー45ー2578

　〃　宮手字栃花42
　〃　上平沢字新田113ー2
　〃　宮手字立分125ー1
　〃　平沢字六本松20
　〃　桜町字本町川原2
　〃　平沢字四折63
　〃　南日詰字長根130
　〃　土舘字弥勒地28
　〃　土舘字谷地中37
花巻市石鳥谷町大瀬川第３地割8ー2
紫波町片寄字堀米105
花巻市石鳥谷町大瀬川第15地割38
　〃　好地第12地割167
　〃　北寺林第３地割52
　〃　富沢第３地割25
　〃　大興寺第14地割47
　〃　西中島第１地割33

立　花　靖　行
田　口　祐　功
渡　辺　泰　男
高　野　一　夫
高　橋　貞　信
簗　田　嘉　江
高　橋　　　實
弥勒地　武　彦
北　條　憲　一
菅　原　　　實
細　川　信　一
板　垣　邦　博
菊　池　吉　郎
八重樫　眞　也
石　森　誠　公
佐々木　吉　夫
小田島　　　通

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

組　　合　　名 代 表 者 氏 名 住 　 　 　 所 電 話 番 号



北幹線水利調整組合
稲荷幹線
宮手稲藤地区
高水寺
野　沢
中央幹線
平　沢
中央幹線赤石
南幹線上流部
志和地区南部
作の沢
片寄犬渕
南野原(石鳥谷)
葛丸上堰
大　北
山王海大興寺
上台南寺
石仏幹線

〃
鱒　沢　茂　廣 紫波町上松本字中野32 019ー673ー6283

019ー673ー6029
019ー673ー6794
019ー676ー3711
019ー672ー4810
019ー676ー3693
019ー672ー2434
019ー676ー5437
019ー673ー7632
019ー673ー6735
0198ー45ー5045
019ー672ー4351
0198ー45ー5346
0198ー45ー5327
0198ー45ー5323
0198ー45ー5606
0198ー45ー3979
0198ー45ー4076

　〃　南伝法寺字漆田82ー1
　〃　宮手字立分28
　〃　二日町字御堂前41
　〃　平沢字舘33
　〃　平沢字幅50ー3
　〃　北日詰字牡丹野8
　〃　南日詰字梅田98
　〃　土舘字新里1
　〃　片寄字漆立34
花巻市石鳥谷町大瀬川5ー32
紫波町犬渕字下越田155
花巻市石鳥谷町大瀬川10ー110
　　　〃　　　大瀬川10ー120ー1
　　　〃　　　大瀬川９ー17
　　　〃　　　長谷堂３ー32
　　　〃　　　南寺林３ー37
　　　〃　　　八幡10ー147

菊　池　隆　志
生　内　孝　雄
戸　塚　　　孝
藤　尾　　　求
藤　尾　長　吉
藤　沼　晃　正
高　橋　　　信
新　里　則　夫
熊　谷　俊　孝
畠　山　幸　男
松　田　公　夫
板　垣　賢　仁
板　垣　正　博
菅　原　弘　雄
熊　谷　幸　作
鎌　田　修　司
福　島　静　夫

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

組　　合　　名 氏 　 　 　 名 住 　 　 　 所 電 話 番 号

委 　 員 　 会
　平成18年４月12日開催の理事会において、事業委員、水利委員の任期満了に伴い、次の方々を委
員に委嘱いたしました。（任期は２年で、平成20年３月31日までとなっております。）

事業委員会委員　18名

北幹線水利調整組合
稲荷幹線
宮手稲藤地区
高水寺
野　沢
中央幹線
平　沢
中央幹線赤石
南幹線上流部
志和地区南部
作の沢
片寄犬渕
南野原(石鳥谷)
葛丸上堰
大　北
山王海大興寺
上台南寺
石仏幹線

〃
水　田　邦　雄 紫波町南伝法寺字沢口94 019ー673ー6484

019ー673ー6257
019ー673ー6137
019ー673ー6310
019ー676ー4080
019ー672ー3987
019ー676ー2530
019ー672ー4192
019ー673ー7543
019ー673ー6551
0198ー45ー5053
019ー676ー5344
0198ー45ー5317
0198ー45ー6452
0198ー45ー5529
0198ー45ー5591
0198ー45ー5572
0198ー45ー3473

　〃　上平沢字蓬田20
　〃　上平沢字西在家60
　〃　宮手字立分125ー1
　〃　平沢字長尾沢21
　〃　北日詰字下東ノ坊47ー3
　〃　平沢字佐藤部９
　〃　北日詰字下薮50
　〃　上平沢字樋ノ口95
　〃　片寄字岡田246
花巻市石鳥谷町大瀬川3ー73ー2
紫波町片寄字古道106
花巻市石鳥谷町大瀬川7ー168ー2
　　　〃　　　北寺林5ー143
　　　〃　　　北寺林4ー144ー2
　　　〃　　　大興寺20ー10
　　　〃　　　大興寺17ー21
　　　〃　　　西中島4ー2

小　網　勝　榮
西在家　民　夫
渡　辺　泰　男
簗　田　　　稔
菊　池　良　二
佐　藤　正　夫
阿　部　博　光
高　橋　弘　志
畠　山　孝　也
辻　村　　　勉
冨　岡　忠　一
板　垣　昭　栄
高　橋　政　博
鎌　田　養之助
佐々木　幸　雄
藤　原　孝　雄
晴　山　　　實

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

組　　合　　名 氏 　 　 　 名 住 　 　 　 所 電 話 番 号

水利委員会委員　18名



平成18年度土地改良区事業
経営体育成基盤整備(基盤準備)
経営体育成基盤整備(土地総)

合　　　　計

南日詰 面工事　40ha 367 ,500千円
42 ,000千円
409 ,500千円

埋文調査、排水路実施設計一式中寺林

事　　　業　　　名 地区名
H12～H22
H12～H22

工　期 事　業　内　容 事　業　費
《 県　営 》

作 の 沢 揚 水 機 電動弁交換、真空、封水、主ポンプ分解・整備、操作盤整備他一式 2,200千円
事　　業　　名 事　　業　　内　　容 事　業　費

《 維持管理適正化 》

１　号
２　号
３　号
４　号
５　号
６　号
７　号
８　号
９　号
10　号
11　号

宮手稲藤地区
高　水　寺
中 央 幹 線
平　　　　沢
中央幹線赤石
志和地区南部
作　の　沢
片 寄 犬 渕
南野原(石鳥谷)
葛 丸 上 堰
大　　　　北

排水路補修１ヶ所
用排水路補修２ヶ所
用水路補修２ヶ所
排水路補修１ヶ所
用水管補修２ヶ所　水門設置１ヶ所
排水路補修２ヶ所　用水管補修１ヶ所　法面復旧２ヶ所
用排水路補修１ヶ所
用水対策補修一式
排水路補修１ヶ所　用水管補修１ヶ所　蓋補修一式
用排水路補修２ヶ所
用水路補修１ヶ所

合　　　　計

390 .60千円
1,113 .00千円
498 .75千円
153 .30千円

1,122 .45千円
1,575 .00千円
271 .95千円

1,078 .35千円
1,249 .50千円
1,863 .75千円
598 .50千円

9,915 .15千円

件　名 組　合　名 事　　業　　内　　容 事　業　費
《 維持管理 》

《 団体営 》

新農業水利システム保全対策

山王海
第　一

山王海
第　二

管理省力化施設整備
排水路工 94m　実施設計 一式
農業水利システム保全計画策定
保全計画策定 一式

計
管理省力化施設整備
排水路工 103m　実施設計 一式
農業水利システム保全計画策定
保全計画策定 一式

計

7,070千円

3,000千円
10 ,070千円
7,070千円

3,000千円
10 ,070千円
20 ,140千円

事　　　業　　　名 地区名

H16～H20

H16～H20

工　期 事　業　内　容 事　業　費

合　　　　計

山王海土地改良区からのお知らせです

組合員資格に異動があった場合

賦 課 金 納 付 に つ いて

農 地 を 転 用 す る 場 合
○耕作地（水田）の異動（売買・交換・貸借契約及び解約）が
　あったとき
○組合員が死亡または老齢により経営移譲するとき
○組合員の住所が変わったとき

○賦課金の納付は、便利な口座振替をご利用ください。
　　指定金融機関：岩手中央農協、花巻農協
　　　※申込用紙は山王海土地改良区または関係農協各支所、支店にあります。
○平成18年度賦課金納付期限
　　一般会計　前期　平成18年５月１日
　　　　　　　後期　平成18年10月31日
　　特別会計　　　　平成18年11月30日

○農地を宅地・畑等に変えるとき
○公共事業により農地が買収されたとき

『資格得喪通知書』による
　届け出が必要になります。

し  かく とく そう つう  ち  しょ

※「資格得喪通知書」は山王海土地改良区
　または関係農協にあります。

地区除外の届け出と『決済金』の
　　納付が必要になります。
※届け出用紙は土地改良区にありますので、印鑑を
　ご持参のうえ手続きください。

★ご注意ください★
　　公共機関（町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけ
　では、土地改良区の組合員名簿、土地台帳は変更されません。

問い合せ先
山王海土地改良区
総務課　財務係

TEL019-673-7311



○
退　
職

　
総
務
課
長　

北　
條　
喜
久
男

　
昭
和
五
十
三
年
四
月一日
職
員
と
し
て

任
用
以
来
、奉
職
二
十
八
年
。そ
の
間
、総

務
課
財
務
係
長
、総
務
課
庶
務
係
長
、会

計
課
長
兼
滞
納
整
理
係
長
を
歴
任
し
、

平
成
五
年
四
月一日
か
ら
総
務
課
長
を
務

め
て
お
り
ま
し
た
が
、退
職
勧
奨
実
施
要

綱
の
規
定
に
よ
り
、平
成
十
八
年
三
月
三

十一日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
い
間
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月一日
付

○
総
務
課
長

　
櫻
井　
　
久（
会
計
課
長
兼
徴
収
係
長)

○
会
計
課
長
兼
徴
収
係
長

　
阿
部　
清
人（
総
務
課
庶
務
係
長
）

○
総
務
課
庶
務
係
長

　
浅
沼　
有
朋（
管
理
課
管
理
係
長
）

○
管
理
課
管
理
係
長

　
鷹
觜　
浩
輝（
管
理
課
事
業
係
技
師)

○
管
理
課
事
業
係
主
事

　
浅
沼
八
重
子（
総
務
課
庶
務
係
主
事)

○
総
務
課
庶
務
係
主
事
監
事
会
書
記

　
大
沼　
利
子（
会
計
課
会
計
係
主
事)

○
会
計
課
会
計
係
主
事

　
柏
原　
一弘（
総
務
課
財
務
係
主
事　

　
　
　
　
　
　
監
事
会
書
記)

山
王
海
土
地
改
良
区
の
異
動

土
地
改
良
区
の
人
事
異
動

「水土里ネット」は
　　「土地改良区」の愛称です。

役員総代協議会
総務協議会
事業協議会

総代会
（５０）

理事会
（７）

監事会
（３）

理事長

総　務　課
庶　務　係

財　務　係

会　計　係

徴　収　係

管　理　係

事　業　係

ダム管理係

会　計　課

管　理　課

水利調整組合
（１８）

事業委員会

水利委員会

換地評価委員会

評価委員会

総務会計担当理事会

管理担当理事会

山王海土地改良区組織図山王海土地改良区組織図山王海土地改良区組織図山王海土地改良区組織図

●改良区事務所
　TEL 019ー673ー7311
　FAX 019ー673ー7360
　　㈲　03ー5314・5316
●山王海ダム
　TEL 019ー673ー7318
　FAX 019ー673ー7362
●葛丸ダム
　TEL・FAX 
　　　　0198ー45ー6386

山王海土地改良区事務局機構山王海土地改良区事務局機構山王海土地改良区事務局機構山王海土地改良区事務局機構

分掌
（庶務係）
総代会、理事会等会議に関する事項
予算に関する事項
定款、諸規程に関する事項
職員関係
（財務係）
土地原簿、組合員名簿
組合費賦課、徴収委任
土地の移動、名義変更、農地転用、
新規加入に伴う決済金、加入金等
に関する事項
農地流動化支援、担い手育成支援及
び調査、諸情報の啓蒙に関する事項

分掌
（会計係）
現金出納、組合費の納入、諸支払
決算、給与支払等に関する事項

（徴収係）
滞納処分、公売広告、督促、徴収

分掌
（管理係）
国、県営事業造成施設の維持管理、保全
かんぱい用、排水の調整
土地基盤整備、災害復旧事業等
（ダム管理係）
ダム、構造物維持管理
かんがい用水の取水、放流

（事業係）
国、県営関係の調査、計画の調整
各種団体、事業協力会等の連絡協調等
一時利用地指定
確定測量、前提登記申請、換地処分
換地計画
換地総会、換地事務に関する会議

総務課長
櫻井　　久

庶務係長
浅沼　有朋

庶務係
大沼　利子

財務係長
高橋　正光

会計係長
畑山チエ子

会計係
柏原　一弘

徴収係長
　　　　会計課長兼務
徴収係

高岡　良美

管理係長
鷹觜　浩輝

管理係(兼)ダム管理係
菅原　和仁

管理係
平澤　正成

ダム管理係長
鷹觜　孝好

ダム管理係(兼)管理係
熊谷　光浩

事業係長
大沼　義広

事業係
浅沼八重子

会計課長
阿部　清人

管理課長
小田中雅則

（　）内数字は員数
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